
グループ経営理念

■ グループ経営理念

■ グループ基本理念
私たちは、首都圏のひと・まち・くらしを安全・円滑な首都高速道路ネットワークで結び、
豊かで快適な社会の創造に貢献します。

安全と快適を追求し、
お客さまに満足いただける

質の高いサービスを提供します。

高い倫理観と透明性をもって、お客さま、
地域の皆さま、投資家の皆さまとの

信頼関係を築きます。

社会的責任 自立する経営

お客さま第一 地域社会との共生

 活力あふれる職場

効率的で健全な経営を行い、
新しい分野での事業も積極的に

展開します。

社員が自らの力を高め、
誇りと達成感を持てる職場

をつくります。

地域の皆さまとともに、
よりよい環境の実現と地域社会の

発展を目指します。
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安全・安心の追求

快適・便利なサービスの提供

技術開発・DXの推進

成長分野への挑戦

都市・まちづくりへの貢献

人財・組織とガバナンスの強化による
企業価値の向上

〈対象範囲〉
当社の事業活動を対象としています。
〈対象期間〉
主に2025年4月1日～2026年3月31日の期間における事業活動について報告し
ていますが、継続的な取り組み等はその前後の活動についても記述しています。
〈参考ガイドライン〉
●ISO26000（国際標準化機構）「社会的責任に関する手引き」●GRI「サステナ
ビリティ・レポーティング・スタンダード」●国連グローバル・コンパクト原則●環
境省「環境報告ガイドライン（2019年度版）」
〈使用する略称〉
本レポートでは、「当社」は首都高速道路株式会社を表します。また「高速道路機
構」は、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構を表します。ジャンクショ
ンは「JCT」、パーキングエリアは「PA」と略記します。

シンボルマーク : トライアングルストリーム
東京を中心に神奈川・千葉・埼玉の 3方面へ伸びる首都高速道
路のネットワークと、そのネットワークづくりを通じて「ひと・まち・
くらし」を支えていくという当社の姿勢を表現したものです。
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